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介護・福祉業界における組織総力と人的経営資源に関する考察（医療業界も含） その① 

「介護業界における組織力の在り方」 

 

人的経営基盤・資源の確立・強化で非常に重要な位置づけとして、ベースとなる取り組みは 

人材の育成となります。 

業種業界を問わず人は社会人になり、なんらかの会社に入社したあと、教育の研修も受けずに 

勝手に自己成長していくのは極めてまれです。 

つまり、教育や研修など人材育成のベーシカルな取り組み無しに職員の成長は期待できない 

のです。 

 

例えば、古典的な徒弟制度や師弟関係のある古い職人の世界（陶工とか宮大工とか噺家・・・）

では、師匠の背中を見て、師匠の技を盗めというスタイルもありますが、これも実は古いＯＪＴ系の

教育制度の一環だったりします。 

もちろん学ぶ側の職業観がかなり高く、モチベーションも耐性も強いものがあるからこそ成り立つ

方法です。 

現在の職業観では、一般の業界でこれを実施すると間違いなく早期の離職に直結してしまい 

ます。 

 

人的経営基盤の強化は、結果として組織能力の向上につながり、組織能力が向上している 

企業・施設は当然強い会社・事業所と言えます。 

つまり、強い会社・事業所とは人的経営基盤・資源がしっかりした組織能力が高い状態を指し 

ます。 

 

そして、組織を構成するのが職員ですので、当然全職員の能力を上げていく必要があります。 

職員一人一人の力（能力）が低いのに組織全体の力が強い状態はありえないのです。 

ちなみに全職員というのは、正規職員のみだけではなく雇用形態の区別無しに臨時職員も 

アルバイト職員もパート職員も派遣も契約も事業所の看板、名前で働く全ての職員を言います。 
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そして、人的経営資源において向上させていく能力（スキル）とは一般的にいうところの 

「３大スキル」となります。 

 

１つ目が、「テクニカルスキル」です。 

これは職員それぞれの職域で必要な専門性の能力です。 

介護士としての専門性、看護師としての専門性、栄養士としての専門性、PT としての専門性 

事務職としての専門性等々を指します。 

 

２つ目が、「ヒューマンスキル」です。 

これは職員のモチベーションやロイヤリティなど組織人としてのあり方の能力です。 

一般的にはリーダーシップスキルやフォロワーシップスキル、チームワークスキル、帰属意識や 

コミュニケーションスキルなどを指します。 

 

３つ目が、「マネジメントスキル」です。 

これは部門長など管理職クラスに必要な部署管理や職員管理の能力です。 

さらに理事長や事務長・施設長など上級管理職に必要なコンセプチャルスキルなどもあります。 

 

 

以上が介護事業所の人的経営基盤や組織能力に関する基本的な考え方です。 

 

～次回は、能力を巡る介護業界の問題を解説します。～ 
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